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山口蓬春記念館

県立近代美術館
  葉山

しおさい
博物館

一色海岸

【 交 通 案 内 】JR横須賀線・湘南新宿ライン「逗子駅」より 京浜急行バス3番乗場 又は 京浜急行線「新逗子駅」
南口2番乗場より「海岸回り葉山行（逗12）」か「海岸回り葉山福祉文化会館行（逗11）」にて 約18分「三ヶ丘・神奈川県立
近代美術館前」下車 徒歩2分
※専用駐車場はございません。車でおいで頂く場合は、周辺の駐車場をご利用下さいますようお願いいたします。

関連イベントのご案内

【内　     容】 期間中、高校生以下のお子様連れのご家族は入館料を一般料金より
                       100円割引いたします。
【日　　時】8月16日（火）～31日（水）

【内　     容】山口蓬春邸の当時の建物や庭園の様子について学芸員が解説付きで
                    ご案内します。 普段とは一味違う当館をお楽しみください。
【日　    時】9月19日（月・祝）、 22日（木・祝）　
　　　　　両日ともに  ①11：00～11：40　②15：00～15：40
【会　　場】記念館庭園および館内
【定　     員】先着15名
【集　　合】開始10分前までに入館料をお支払いの上、正門前にご集合ください。
　　　　　※雨天の場合は、集合場所が変更になる場合がございますので受付で    
                         ご確認ください。

【内　    容】展示の見どころを学芸員が解説します。
【日　　時】会期中の毎週日曜日 14：00～（約20分）
　　　　    ※都合により開催できない場合もありますのでご了承ください。
【定　　員】先着10名
【集　　合】開始時間までに入館料をお支払いの上、受付前にご集合ください。

初 冬 展   山口蓬春邸のおもてなし
－その美意識を探る－

次回展示のご案内 

夏休み親子鑑賞期間

山口蓬春邸園ツアー

展示解説

〒240-0111神奈川県三浦郡葉山町一色2320
TEL：046-875-6094     FAX：046-875-6192 HOSHUN YAMAGUCHI MEMORIAL HALL

https://www.facebook.com/yamaguchihoshun
http://www.hoshun.jp/HP

ook.com/yamaguchihoshun

  ※出品作品はすべて当館所蔵です 

※

会
期
中
、一
部
展
示
替
え
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

※

展
示
作
品
は
都
合
に
よ
り
一
部
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
生
涯
を
洗
練
さ
れ
た
独
自
の
時
代
感
覚
を
打
ち
立
て
、

新
日
本
画
の
創
造
に
懸
け
た
山
口
蓬
春（
一
八
九
三
ー
一
九
七
一
）。

や
ま
と
絵
や
琳
派
、
中
国
宋
元
画
か
ら
西
洋
近
代
絵
画
ま
で

幅
広
く
研
究
し
独
自
の
画
風
を
確
立
、
そ
の
多
く
の
業
績

か
ら
昭
和
40
年
に
文
化
勲
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
当
館
で
は

蓬
春
の
作
品
や
、
新
日
本
画
の
更
な
る
研
鑽
の
た
め
に
蒐
集

し
た
美
術
品
を
展
示
公
開
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
容
か
ら
は

各
時
代
の
優
れ
た
作
品
を
見
て
感
じ
取
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
か
れ
は
著
書
の
な
か
で
「
日
本
画
の
古
典
に
対
し
て
は
、

常
に
進
ん
で
研
究
的
に
再
吟
味
を
重
ね
、
正
し
く
再
認
識

す
る
努
力
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
画
の
古
典
的
な
も

の
を
、
充
分
に
研
究
し
な
け
れ
ば
、
結
局
は
新
し
い
感
性
の

働
き
で
、
正
し
く
新
し
い
素
材
を
見
出
す
事
は
出
来
な
い
。」

（『
新
日
本
画
の
技
法
』
昭
和
26
年 

美
術
出
版
社
）
と
述
べ

て
お
り
、
古
名
画
の
類
を
研
究
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い

て
い
ま
す
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
蓬
春
の
作
品
は
も
と
よ
り
、
新
芸
術
創
造

の
糧
と
な
っ
た
蒐
集
品
の
中
か
ら
、
と
く
に
仏
画
に
焦
点
を

あ
て
ま
す
。
蓬
春
は
多
岐
に
亘
る
画
業
の
な
か
で
格
調
高
い

花
鳥
画
や
静
物
画
を
多
く
描
い
て
い
ま
す
が
、
仏
画
の
類
も

多
数
模
写
を
行
い
、
ま
た
蒐
集
も
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら

知
ら
れ
ざ
る
名
画
の
数
々
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
古
典
研

究
の
軌
跡
を
探
り
な
が
ら
、
時
代
を
超
越
し
た
仏
画
の
魅
力

と
そ
の
美
に
つ
い
て
迫
り
ま
す
。

会期：平成28年 10月22日（土）～ 12月25日（日）

《吉祥天像》 鎌倉時代(12-14世紀)《来迎図》 室町時代
(14-16世紀)

住吉具慶《寒山拾得図》 
江戸時代(17-18世紀)

山口蓬春《飛天》 
昭和5-6年(1930-31)

北沢楽天
「三熊野の那智の御山で願が
叶った山口蓬春氏」『時事漫画』
「帝展号」287号(原画)　
大正15年(1926)10月31日

山口蓬春《菊　写生》 昭和20年(1945)

山口蓬春《静物(遼三彩鉢と果物)》 昭和31年(1956)山口蓬春《観自在》
大正12-13年（1923-24）


